
飛騨市の基盤整備

（道路・河川整備）

令和３年１月5日

飛騨市長 都 竹 淳 也



インフラ＝社会資本とは？

産業活動や社会生活を行うための土台となる
施設のことで、具体的には道路・鉄道・ダ
ム・上下水道・電力網・通信施設のほか、公
園・学校・病院・福祉施設などのことを指し
ます。

今回は、その中でも「道路」「河川・砂防」
についてお話しします。
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１．道路とは

道路

私道里道（赤道）

林道

道路法の道路

農道

道路の種類
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（１）道路法上の道路

道路法

第二条 この法律にお
いて道路とは、一般交
通の用に供する道で次
条各号に掲げるものを
いう。

１.道路法上の分類・種類

第三条 道路の種類

①高速自動車国道

②一般国道

③都道府県道

④市町村道
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直轄国道の延長

補助国道の延長

県道の延長

市道の延長

２.飛騨市の道路の長さ（延長）

L=110.5km

L= 47.5km

L=215.5km

L=548.9km
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直轄国道
補助国道（古川なし）
県道
市道無色

古川管内図

飛騨市役所
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国道４１号

県道古川国府線

県道古川清見線

古川小学校



一般国道（直轄国道）国道４１号
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一般国道（補助国道）国道360号・国道471号
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都道府県道 古川国府線・神岡河合線など
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市道 上気多杉崎線・壱之町線など
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２．道路の管理

道路管理者が行うすべての道路法上の管理行為

○道路をつくる

○道路の維持管理

１.道路の新設
２.道路の改築
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１.道路事業の流れ
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１.道路をつくる
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多くの年月を要する



●令和元年度の事業費（道路建設関係）

岐阜県 １，１８２百万円

（飛騨市内のみ）

飛騨市 ５２９百万円
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●道路事業に係る国・県・市の負担・補助

道路の種類 費用負担
国の負担・補助の割合

新築・改築 維持・修繕

高速自動車国道

有料道路方式 高速道路会社
会社の借入金で新設・改築・修繕等を行い、料金収入
で上記に係る債務及び管理費を賄う。

新直轄方式 国・都道府県 ３／４負担 １０／１０負担

一般国道

直轄国道 国・都道府県 ２／３負担 １０／１０負担

補助国道 国・都府県 １／２負担
維持：なし
修繕：１／２以内補助

都道府県道 都道府県 １／２以内補助
維持：なし
修繕：１／２補助

市町村道 市町村 １／２以内補助
維持：なし
修繕：１／２補助
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道路事業の一般的な財源内訳の例

道路改築 市道釜崎～朝浦線の場合

社会資本整備総合交付金事業(H26以降７億円)

起債（借金）のうち、７０％は地方交付税に算入され、返済
の際に国に財源を負担してもらえる。

よって市費の持ちだしは実質１５％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国交付金
50％

起債（過疎債）
50％
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Ｒ元年度の要望活動回数は ２８回

要望先：国土交通省（東京）

：財務省（東京）

：中部地方整備局（名古屋）

：北陸地方整備局（新潟）

：国会議員

：高山国道事務所

：岐阜県庁など

要望者：飛騨市単独

：飛騨首長連合（飛騨3市1村）

：神岡商工会議所

：飛騨北部道路整備促進協議会

：飛騨三協防災対策協議会

：富山高山連絡道路整備促進期成同盟会

：国道360号改修促進期成同盟会

：神通川水系砂防協力会

など様々な団体と合同で実施
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要望活動状況
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２.市が重点的に要望している路線

飛騨市管内 位置図

中部縦貫自動車道丹生川 ＩＣ（仮）

高山 ＩＣ

国道４１号

国道３６０号

国道４７１号

平湯

船津割石防災

種蔵・打保バイパス

雨量規制区間の早期解消

高山IC～丹生川IC間
の早期完成

丹生川～平湯間
の早期事業化
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大洞山
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 至名古屋

210kp

471
国 道

ROUTE

飛騨市民病院

神岡中学校

異常気象時通行規制区間（連続雨量120mm）延長11.8km　神岡町東茂住まで

 至富山転石・浮石危険箇所
表層崩壊危険箇所

高
原

川
→

神岡市街地

割石地区

吉ヶ原地区

二ッ屋地区

国 道

ROUTE

41

ふなつわりいし

船津割石防災
延長3.1㎞

平成25年 10tもの岩塊が落下
走行中の車両に衝突

：事業中区間

＜国＞国道４１号船津割石防災
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吉ケ原雨量規制区間の早期解消

吉
ケ
原
雨
量
規
制
区
間

L=
1

1
.8

km

【吉ケ原】の規制基準雨量は１２０㎜

国が管理する道路では北海道を
除いて 国道４１号のみ！！

富山

古川 上宝

６年間で９回通行止め

Ｈ３０の豪雨時は
１５時間も止まった。
昨年の台風19号でも
14時間半通行止めに。

船
津
割
石
防
災
区
間
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国道360号種蔵・打保バイパスの早期完成

現在施工中箇所

国道４１号の迂回路（災害等の緊急時に活躍）

観光交流や産業の活性化に期待
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消防本部
警察署

供用済区間
L=1,520m
H20.9.26

供用済区間
L=1,260m
H29.10.23

事業中区間
L=1,200m未事業化区間

L=800m

岐阜県（古川土木事務所）

・一般県道古川清見線 平岩工区

整備済み箇所

未整備箇所

平岩バイパスが29年度に完成し、
その上流の工区の工事が着手される。
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飛騨市

・市道釜崎～朝浦線

現在施工箇所

工事が順調に進めば、
令和３年度に完了予
定。
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○維持〜巡回、清掃、除草
〜除雪、消雪

○修繕

３.道路の維持管理

●令和元年度の事業費（道路維持関係）

岐阜県 １，９０７百万円

飛騨市 ４９３百万円
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１.維持＝巡回、清掃、除草、除雪、
舗装のパッチング等
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２.修繕＝橋、トンネル、舗装等の劣化・損傷
部分の補修、耐震補強、法面補強
落石対策、防雪対策など
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３.除雪について 道路に積もった雪を退けて、
車が通行できるようにしますロータリー

トラックドーザ タイヤドーザ
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市内
除雪機

合計

内訳

備考除雪
ﾄﾞｰｻﾞ

除雪
ﾛｰﾀﾘ

小型
除雪
ﾛｰﾀﾘ

凍結
防止剤
散布車

市有 27台 15台 7台 5台 -

業者へ
貸与し
て除雪
作業。

業者
保有

122台 88台 15台 15台 4台

合計 149台 103台 22台 20台 4台



除雪延長

国道 L=  47.5km
県道 L=257.5km
市道 L=288.7km

除雪費
国道 280百万円

（高山国道事務所管内の合計）
県道 286百万円
市道 282百万円

除雪延長及び費用について（H30実績）
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除雪費用について

年度

百万円

年度別除雪費用（飛騨市のみ）
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大雪により市内一斉に除雪した場合

市道だけで１日
約３千万円！！

除雪費用について

平成29年１月１５日実績
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20代 30代 40代 50代 60代 70代

業者数 ３４社
オペレーター数 １９０人
平均年齢 ４９．７歳（最高齢７６歳）
除雪機械台数 １４９台（市所有・業者所有計）

除雪従事者について

年代別

人数

若い世代の担い手の減少
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令和元年度データ



４.消雪設備について
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消雪設備の延長 市道・県道含む

散水消雪 電気ヒーター

延長 井戸数 箇所数 延長

古川町 13.8km 38か所 2か所 0.2km

河合町 1か所 0.02km

宮川町 0.5km 2か所

神岡町 1.3km 4か所 13か所 0.49km
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消雪設備のメリット、デメリット

１.メリット

雪が降ると自動で消雪される

２.デメリット

１.多額の費用が必要

２.大量の水が必要

３.沿線の住宅へ水が跳びはねること
がある
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２.デメリット

１.お金がかかる

100m当たり
１年間

100m当たり
３０年間

100m当たり
建設費

３０年間の
合計

機械除雪
との比較

機械除雪 ９万３千円 ２８０万円 ２８０万円

散水消雪 ６万８千円 ２００万円 ８５０万円 １，０５０万円 ４倍

電気
ヒーター

１５０万円 ４，４００万円 ３，９００万円 ８，３００万円 ３０倍

耐用年数等を考慮し比較
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過去の調査で、半径２００ｍで影響することが判明

かなりの過密状態

その影響から、水が出にくい路線が増加

現在の状況 古川町の例
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37

古川町の井戸の位置図

古川町の消雪路線図



使用水量について 古川町の例

古川の上水道は地下水に頼っている

上水道で汲みあげている水量

１日当たり ４，０００ｔ 約 ３，８００世帯分

消雪設備で汲みあげている水量

１日当たり ６３，０００ｔ 約６０，０００世帯分

消雪で使用する水は、上水道とくらべ

１６倍！！

消雪の水も地下水に頼っている
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現在ある消雪設備の能力回復と維持

新設は慎重に検討が必要

今後の対応
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５.工事の施工方法（事例紹介）

１.舗装工事（一般的な舗装の打ち換え）

まずは舗装を切ります 舗装をめくってダンプ
で運びます

路盤材（砕石）を入れます

路盤材（砕石）を慣らします

1.舗装切断 2.舗装取壊処分 2-1.不陸整生

2-2.不陸整生（ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞ）2-3.不陸整生（ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ）

路盤材（砕石）を
締め固めます

3.アスファルト乳剤散布

接着剤のようなものをまきます

次
ペ
ー
ジ
へ

説明は簡単にですが
実際は簡単ではありません

一番技術力が必要な作業です
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（１）舗装工事（一般的な舗装の打ち換え）
4-1.表層工（ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ） 4-2.表層工（ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ）

4-3.表層工（ﾀｲﾔﾛｰﾗ）4-4.表層工（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ）

機械でアスファルトを丁寧に敷き慣らします
夏場は地獄です

１回目の転圧をします

2回目の転圧をします仕上げの転圧をします

50
度
く
ら
い
ま
で
温
度

が
下
が
っ
た
ら
開
放
で
す

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

運
ん
で
き
ま
す
。

出
荷
時
の
温
度
は

な
ん
と

度
。
熱
い
で
す
。

180
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（２）舗装工事（切削工法）

1.着工前 2.切削機運搬

大型路面切削機は自走することができ
ないのでトレーラーで現場へ運びます

3-1.路面切削工（大型切削機）

舗装を細かく削りながら前方のダンプに積み込みます

3-2.路面切削工（ﾛｰﾄﾞｽｲｰﾊﾟｰ）

削った舗装面をきれいに掃除します
そのあと、乳剤（接着剤のようなもの）
を撒きます

以
降
は
一
般
的
な
舗
装

と
同
じ
工
程
で
す

平坦に削る必要があり、技術力が必要です
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まずは舗装を切ります 古くなった側溝を取り除きます

1.舗装切断

（３）側溝改修工事

2.既設構造物取壊し

3.床掘

側溝を据えるために道路を掘ります

次
ペ
ー
ジ
へ
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側溝を慎重に据えていきます

路盤材で埋め戻します

5.U字側溝据付

6.路盤工

7.アスファルト舗装工

舗装が下がらないように何層にも分けて締固めます最後に舗装の復旧を行って完成です

この側溝でも
350kgあります

4.均しｺﾝｸﾘｰﾄ工

コンクリートで基礎をつくります
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完成‼
Before

After

45



４.河川とは
河川の種類・管理者

管 理 者 河 川 名（例）

1級河川
国土交通省 神通川

都道府県 宮川・高原川・山田川など

2級河川 都道府県 飛騨市には無し

準用河川 市町村 平岩川・尾崎川など

普通河川 市町村 その他の一般的な谷川

46

※令和元年度 県事業費 ６６１百万円（飛騨市内分）



47

河川の整備とは

ハード対策

川底の掘り下げ
や、川幅の拡幅
により、洪水の水
位を下げる。

河川改修 現況

広くする 深くする

ダム・遊水地に
よる洪水調整

ダムに洪水の一部を貯め
て、河川への洪水流量を
調整する。

堤防を築くことに
より、洪水を安全
に流す。

遊水地に、洪水の一
部を貯めて河川の洪
水流量を調整する。
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Ｒ２.１２.１０施工状況
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引堤・築堤護岸

治水効果区域

狭窄部となっており、大規模特定河川事業に
より治水効果が高まることを期待！！

Ｒ２.１２.１０施工状況

元々の堤防

新しい堤防
宮川
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５.砂防とは

『土砂災害』から、私たちの『生命』
を守ることを砂防といいます

52

※令和元年度 県事業費 ２９５百万円（飛騨市内分）

※令和元年度 国事業費 ５０７百万円（飛騨市内分）



『土砂災害の原因』

大雨や地震

日本は『梅雨』
『台風』など雨が
まとまって降りや
すい気候

しかも 53



平地が少なく約7割
が山地。しかも、弱
く崩れやすい土や岩
でできた山が多い。

川の流れが急なのも
特徴。

『土砂災害の原因』
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土砂災害の種類

『土石流』
『地すべり』

『がけ崩れ』

車と同じ位のｽﾋﾟｰﾄﾞ40～50km
で流れてきます

※ 説明図（予定）

雨により斜面から崩れた土や岩等が
水と混ざり合って一気に流れてくる
現象

緩やかな斜面で粘土等の滑りや
すい地層に雨水がしみ込んで、
地面が動き出す現象

急な斜面にしみ込んだ雨水が原因で、
斜面が突然崩れ落ちる現象 55



土砂災害を防ぐ方法

飛騨市を含め、岐阜県内には土砂災害危険個所が
たくさんあります。

では、どうやって土砂災害から生命や財産を
守るのでしょうか

１．土砂災害対策の設備（砂防施設）を
つくる『ハード対策』

２．危険な箇所を知ってもらい、速やかに
安全な場所へ避難してもらう『ソフト対策』
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土石流をしっかり受け止め、その
勢いを弱めて下流に流し、土砂を貯
めて山腹斜面の崩壊を防ぎ、下流
にある家屋や財産を守るのが「砂
防えん堤」です。

土砂災害を防ぐ方法

『ハード対策』

砂防えん堤があるときとない時の違いを映像で見てみましょう
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土砂災害を防ぐ方法

『砂防えん堤の効果』
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【砂防堰堤（ダム）の効果】
・平成３０年７月豪雨では、流出した土石流を捕捉し未然に災害を防ぐことができました。 ※土石流の補足状況

位置図

該当箇所

黒内雨量観測所

洞山谷

【気象状況】
異常気象：平成30年7月3日～8日 梅雨前線豪雨
雨 量：黒内観測所 時間雨量33mm/h 24時間雨量255mm/日
発 生 日：平成30年7月7日

平成30年7撮影土石流V≒7,000m3捕捉

捕捉後（土石流発生後）

平成22年10撮影

捕捉前（土石流発生前）

堰堤工

堰堤工

洞山谷

洞山谷
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建設業が抱えている課題
業 者 数 46社
従業員数 679人
平均年齢 49.75歳

建設業者がなければ建設業は成り立たない
H30.6月 吉城建設業協会資料
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若い世代の担い手の減少

年代別
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産業別 新規求人数・充足状況

建設業 製造業 卸売・小売 医療・福祉 IT関連 その他

求人数 61 95 23 66 20 64

充足数 5 18 6 17 6 23
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8% 19% 26% 26% 30% 36%

求人数に対し

就職数が少ない

外国人労働者の採用も検討

R1.6月 ハローワーク資料
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ご清聴ありがとうございました
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